
第13巻　第7号

　O．40

累α35
稲

↓030
切
b　O・25

s　O．20紐1副

函・・15

ゆ
9Qd・O
宥

　0．05

0　　10　　20　　30　　40　　50　　60　70　　80　　90’

　　4，218　〔kg／cm　2〕にIX才寺した時間　〔min〕

　　第8図　水銀圧入速度の一例（シリカアルミナ
　　　　　ゲル，4，218kg／cm2）

と，試料重量が少なくて，高圧をかけるときには，相当

の誤差がおこる．700kg／cm2までの圧力では無視でき

るという報文3）もあるが，たとえ低圧でもあらかじめブ

ランクテストを行なうことがぜひ必要である．

　⑦白金一イリジウム線の圧力による抵抗変化も水銀

のCompressibility　とともにあらかじめ検定しておくこ

とが必要である．

　⑧その他，比較的大きい孔をもつ多孔性物質におい

ては，実験中，最初の白金一イリジウム線の電気抵抗を

測定するとき，デイラトメータにできるだけ振動を与え

ないようにしないと，大きな誤差の原因となるようであ

る．

6．　む　　す・　び

　多孔性物質の細孔分布を測定する高圧水銀法につい

て，その原理，装置，測定結果および実験上の問題点等

について概説した．測定原理からわかるように高圧水銀

法は多孔性物質の開口部の径を表わすものであるから，

多孔性物質が円筒状の細孔からできているときは問題な

いとしても，不規則な内部構造をもつ一般の多孔性物質

の微細構造を解明するためには，各種孔モデルにおける

圧力と水銀侵入量の関係を確立し，ポロシメータの測定
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値から多孔性物質の微細構造を簡単なモデルによって論

ずることができるようにすることが，今後の研究課題で

あろう．

　稿を終わるにあたり，研究の実施に多大の協力をいた

だいた岡部敏君に深く謝意を表する．

　　　　　　　　　　　　　　（1961年6月13日受理）
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